
─ 1─
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熊本地震から3年・・・
　気候の変化も厳しい中ではあり

ますが、会員各位におかれまして

は、御健勝のことと拝察いたします。

　熊本地震から早いもので3年が

経とうとする中、熊本城、阿蘇のア

クセスなど、そして五高記念館も、

着実に復興の歩みが刻まれています。

　今年は、新しい天皇陛下の下に新しい年号が始まりま

す。そのような意味でも、武夫原会会員の皆様が様々な場

面で、益々御活躍されますことを祈念申し上げます。

武夫原会 会長　村田 信一（法21回卒）
　さて、武夫原会は、この2年程、「法学部文学部や研究

科との連携」と「地域武夫原会との連携」を柱に展開して

参りました。詳しくは、この広報誌やホームページに譲りま

すが、特に、東京、大阪をはじめ地域武夫原会の皆様と広

く連携することが、武夫原会活動の充実に繋がるものと

考えています。

　会長、副会長、常任理事の三役会、そして理事会、事務

局が一つになって努力して参りますので、機会を捉え、皆

様の御意見などをお寄せいただければ幸いです。今後も、

皆様の御協力をよろしくお願い申し上げます。　

名簿管理業務へのＷＥＢシステム導入のお知らせ
　今回この会報とともに、会員の皆様にWEBシステム利用のマニュアル等をお送りしています。会員は自分で名簿データの確認、修
正ができるほか、該当する個人の了解を得て、学年、学科などの同窓会開催に活用することも可能になります。また、新卒者の各地域
武夫原会への参加促進など、同窓会活動の活性化につながることが期待されます。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

改修が進む五高記念館 
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　文学部では、これまでのそれぞれ
の学問分野教育の充実に加え、平成
31 年4月からはコミュニケーション
情報学科の中に新たに現代文化資
源学コースを開設し、学部全体の教
育の拡充を図っていきます。そのコー
スは、例えば夏目漱石や小泉八雲と
いった全国的に知名度の高いものか

ら、各地方の祭りや伝統行事、方言など、地域に存在する文
化資源を再発見、蓄積、発信するとともに、マンガやアニメ、

　2019年4月から大学院社会文化科
学研究科は、「大学院社会文化科学教
育部」と名前を改めることになりまし
た。これは教育組織と研究組織を分離
し、より効果的に教育研究を進めるた
めの全学的措置の一環です。そして名
称変更と同時に、これまでその独自性
が各方面で評価されてきた紛争解決

学領域をさらに展開し、博士前期課程に「法政・紛争解決学
専攻」を設置いたします。この一年は、一言で言えば、この設

　私は現在、熊本銀行田崎支店に勤務し、副支店長という立場
から主に支店経営や支店管理、部下行員の指導を行っていま
す。めまぐるしい環境の変化に伴い、銀行の仕事にも次々と変化
が訪れています。多様化するニーズにお応えするため、常に学
び続けることの大切さを実感する毎日です。「自分に何が出来る
のか」「自分は何をするべきなのか」を考えながら行動し、ブラン

置準備に追われた時間でした。
　社会文化科学研究科は、2002年に博士課程のみの独立
研究科として出発し、2006年に教授システム学専攻（修士課
程）が加わりました。さらにその後2008年には、それまでの文
学研究科（修士課程）と法学研究科(修士課程)を加えて、修
士・博士両課程一貫の、新しい人文社会系の区分制大学院と
して創設されました。現体制になってから10年が経過し、そ
の間さまざまな修了生を社会に送り出してまいりました。名称
変更と改組を踏まえてますますパワーアップする予定です。
今後ともよろしくお願い申し上げます。

文学部長　水元 豊文

大学院社会文化科学研究科長　田中 朋弘

平成15年・法卒　小野 多可詩「あなたのいちばんに。」

1年間の活動報告

　会員の皆様には平素より法学部の
教育研究活動にご理解とご協力をい
ただき、厚く御礼申し上げます。
　法学部では平成30年度より新しい
カリキュラムの運用を開始いたしま
した。新カリキュラムでは、従来からの
「法学・公共政策学コース」に加えて、
法曹人材、地域公共人材、グローバル

人材の養成に特化した3つの少人数クラスによる教育を実
施する「アドバンスト・リーダー・コース」を設置いたしまし
た。本学は平成30年度末をもって法科大学院を廃止する
予定にしていますが、この新カリキュラムでは、旧法科大学
院所属の教員をも活用した、全国トップレベルの充実した
法学部教育プログラムを実現しております。

法学部長　深町 公信（法30回卒）法学部

社文研

文学部

ドスローガンである「あなた
のいちばんに。」の実現を目
指し、日々がんばっています。

近 況 報 告

音楽、舞台など、同時代の文化資源を研究し、付加価値をつ
けて発信することができる学生の育成を目的としています。
そのままにしておくと失われていく貴重な地域の文化資源
が熊本、そして九州にはたくさんあります。そういう資源を世
界に発信し、広報や観光等を含め、地域だけでなく日本の活
性化に貢献できる人材に育ってもらいたいと思っています。
「大好きな対象を面白く、楽しく学ぶ」をコンセプトに、幅広
い分野で活躍できる人材の輩出に貢献していきたいので、
ぜひともご支援をお願いいたします。

　その一貫として、法科大学院廃止後も南九州地域の法曹
養成教育の拠点としての熊本大学法学部の責任を果たすた
めに、平成32年度から文部科学省が設置を計画しております
「法曹コース」を設置して、国内の有力法科大学院と連携し
た、学部と法科大学院の一貫教育を実施することにいたしま
した。2月1日にそのための準備協定を九州大学、神戸大学、
中央大学、早稲田大学の法科大学院と締結いたしました。こ
の一貫教育の実施により、学内に法科大学院を設置していた
時以上に充実した法曹養成教育が可能になります。
　さて、私は、平成30年度末をもちまして法学部長を退くこと
になりました。4月からは鈴木桂樹教授が学部長に就任いたし
ます。新学部長のもとでも相変わりませず法学部の教育研究活
動にご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　4年間ご支援を賜りましたことに心より御礼申し上げます。
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　熊本朝日放送でアナウンサー兼記者と
して働き6年目。現在はスーパーJチャン
ネルくまもとのサブキャスターと市政記者
キャップを務めています。新年早々、地震が
起き2016年の熊本地震を思い出しながら
走り緊急出社しました。引き続き復旧・復

「忘れず、備え、生かすこと」 平成26年・文卒　柴田 理美

平成３０年度卒業生表彰

五中・五高・熊大130年を祝う会・武夫原会大同窓会を開催

寄附講座を今年も開催

興を描くと共に、いつ起きてもおかしくない大災害に備えるよう
伝え続けなければと痛感しています。
　学び舎だった「芸術学研究室」が閉室すると聞いています。姿
が無くなっても初心を思い出させてくれるあの場所を心に、頑張
ります。

近 況 報 告

　平成３０年１１月４日（日）、熊本大学で、平成３０年度卒業生
表彰が行われました。毎年ホームカミングデ―と同じ日に開かれ、
7回目。今回の受賞者は２０名で、うち武夫原会からは次の4名が
受賞しました。おめでとうございました。

　平成30年11月4日（日）、熊本大学黒髪キャンパスで、「五中・五
高・熊大130年を祝う会　武夫原会大同窓会」が開催されました。
五高の前身である五中創立から130周年を機に、五高から続く熊
本大学文学部、法学部、理学部、武夫原会、理学部同窓会の合同
主催で開いたもの。
　まず熊本大学法学部教室で、午後１時半から記念式典、同2時

　熊本大学武夫原会は、学部支援の一環として、平成29年度か
ら学部寄附講座を実施しています。武夫原会会員を講師として派
遣するもので、卒業生と在学生との交流はもちろん、学生にとって
も実社会について学ぶ機会になり、就活にもつながると期待され
ます。第2回目となる今回は、法学部の平成30年度後期授業の中
で、14コマを担当しました。日程、講師は右の通り。
※時間はいずれも３限目（12:55～）

氏名（卒業学部） 表彰内容

新谷 一雄
（法文学部）

ミュレックス電機貿易設立、代表として活躍。
同窓活動への尽力。

谷井 博美
（法文学部） 福岡県及び宗像市行政に貢献。同窓会活動への尽力。

橋本 春男
（法文学部）

英語学の教員として英米文化の理解促進、英語力の向上に貢
献。同窓会への尽力。

本島 昭男
（法文学部） 建設業界で家づくり、街づくりに貢献。同窓会活動に貢献。

平成３０年度卒業生表彰受賞者一覧（文・法関係）

熊本大学武夫原会による寄附講座日程表
講義日 氏名 勤務先
9月26日 村田 信一 熊本空港ビルデｲング（株）
10月3日 増田 直哉 （株）肥後銀行
10月10日 安田 公寛 社会福祉法人さくら保育園
10月17日 花立 剛 （株）熊本日日新聞社
10月24日 植田 尚德 （株）熊本銀行
10月31日 久原 美樹子 熊本県庁
11月21日 坂本 英二 （株）日本経済新聞社
11月28日 宮原 秀樹 損害保険ジャパン日本興亜（株）
12月5日 柴本 幸生 日本航空株式会社
12月12日 安藤 隆司 ＮＴＴ西日本
1月9日 小西 博美 ニッタ株式会社
1月16日 樋口 賢吏 （株）LIXIL
1月23日 村上 和美 熊本市役所
2月6日 神元 佳子 キリンビール（株）

から記念講演会（講師：熊本大学永青文庫研究センター・今村直
樹準教授、演題：「近代日本の学校教育と熊本藩－藩校時習館
から第五高等学校へ―」）と続き、同3時半から百周年記念館で、
ホームカミングデ―懇親会との合同開催で、パーティーを開催し
ました。パーティーには武夫原会150人を中心に、理学部同窓会、
大学職員など230人が参加し、盛り上がりを見せました。



─ 4─

熊本大学武夫原教育・研究支援基金名簿
 （平成29・30年度）

50周年記念基金名簿 (未掲載分）

『武夫原』第27号（題字・永畑恭典氏）
平成31年3月15日　発行

編集：熊本大学武夫原会事務局　
〒860－8555 熊本市中央区黒髪2丁目40番1号 熊本大学文・法学部内　
電話/FAX 096（342）2459　E-mail：bufugen@gpo.kumamoto-u.ac.jp
ホームページアドレス：bufugenkai.net印刷：プリンティングサービス

東京武夫原会 福岡武夫原会 宮崎武夫原会関西武夫原会

28年卒業  
村上　健太郎　法
29年卒業  
松本　良視　　法
牛島　共一　　法
黒石川正孝　　法
30年卒業  
宮崎　敬一　　法
川口　恭子　　文
古田　清吾　　文
32年卒業  
笹原　弘　　　法
坂田　満生　　法
野津　朋江　　文
33年卒業  
吉田　實　　　法

30年卒業
東矢　中充　法

34年卒業  
宮本　恭子　　文
35年卒業  
荒井　澄子　　文
森　　弘昭　　法
木村　純久　　法
36年卒業  
川上陽一郎　　法
39年卒業  
安永　澄男　　法
村上　勇　　　法
40年卒業  
松平　嘉明　　法
神崎　芳郎　　法
植田　光憲　　法

41年卒業  
弦本　透　　　文
秀島　敏行　　法
中川　健二　　文
松尾　逸郎　　法
42年卒業  
岡留　克彦　　文
安田　宏正　　法
下田　恵美子　文
半田　讓二　　法
43年卒業  
本島　昭男　　法
霍川　孝志　　法
草野　龍二　　法
矢原　幸治　　法

45年卒業  
吉本　英俊　　法
46年卒業  
太田家　裕一　法
児倉　靜二　　法
佐々木　信生　法
矢野　登久男　法
49年卒業  
柏尾　俊明　　文
51年卒業  
下田　憲藏　　文
大坪　潔晴　　法
松井　清二　　法
56年卒業  
川上　裕子　　文

地域交流会インフォメーション

地域交流会 2018年の主な活動 2019年の活動予定 (一部終了したものがあります） 連絡先

東京武夫原会

・10月20日（土） 第34回東京武夫原会総会＆懇親会    
  東海大学校友会館 72名
・11月4日（日） 五中・五高・熊大130周年記念合同
  大同窓会参加 12名
・11月12日（月） 第65回東京熊本県人会総会  
  東京ドームホテル 
・12月2日（日）ぶふげんWOMANの会  
  新宿三井クラブ 12名

・5月18日（土） 第8回熊本大学東京連合同窓会  
  東京ガーデンパレス
・7月　ぶふげんWOMANの会  新宿三井クラブ
・10月12日（土） 第35回東京武夫原会総会＆懇親会   
  東海大学校友会館
・11月11日（月） 第66回東京熊本県人会総会  
  東京ドームホテル

事務局長（副会長兼務）
古田泰邦さん
電話番号 090-3066-8926               
ＦAX 047-354-8723
メールアドレス
fulful-yk@an.em-net.ne.jp

名古屋武夫原会
・7月　役員会
・11月9日（金） 総会兼懇親会　中国料理花梨

・6月　役員会
・11月頃　総会兼懇親会

事務局長　田尻弘明さん
電話番号 0568-28-1418
メールアドレス
tajiri-hiroaki@siren.ocn.ne.jp

関西武夫原会

・9月8日（土） 総会･懇親会　大阪第一ホテル 101名 
・春･秋のハイキング（4月・11月） 
・ゴルフ会（4月・6月・10月） 
・11月10日（土） 関西熊本県人の集い　太閤園 
・12月1日（土） 第6回関西連合同窓会　太閤園               
・常任幹事会6回（4月･6月･8月･8月・10月･1月）

・9月7日（土） 第54回総会･懇親会　大阪第一ホテル   
・春･秋のハイキング（4月・11月） 
・ゴルフ会（4月・6月・10月） 
・11月9日（土） 関西熊本県人の集い　太閤園                
・常任幹事会6回（4月･6月･8月･8月・10月･1月）

事務局長　岡本敏秀さん
電話番号 090-3352-6979
ＦＡＸ 075-981-2590　　　
メールアドレス
ctchg770@ybb.ne.jp

福岡武夫原会

・9月26日（水）幹事会を開催 ・1月25日（金） 第10回 総会　
  平和楼本店（福岡市中央区天神）

事務局　鳥取正義さん
電話090-9606-9906　　　
FAX 092-822-7870
メールアドレス 
tottori_masayoshi@kinden.co.jp

熊本武夫原会
・「五中・五高・熊大130周年を祝う会　武夫原会大同
窓会」開催のため、地域交流会は開催せず。

・6月29日（土） 熊本地域交流会
  くすの木会館（熊本大学内）
  ※武夫原会理事会・講演会終了後に開催。

会長　徳永隆裕さん
メールアドレス
t.toku@lapis.plala.or.jp

宮崎武夫原会

・2月3日（土） 役員会　祇園たちばな 11名
・7月14日（土） 総会、　ホテル メリージュ 24名

・1月26日（土） 役員会　祇園たちばな 
・7月13日（土） 総会　ホテル メリージュ

事務局　永徳明さん  
電話番号 090-8390-8032  
FAX 0985-47-9822  
メールアドレス
kira-kira-8man@cma.bbiq.jp

※各地域交流会の問い合わせは、各武夫原会または熊本大学武夫原会事務局へ

　平成30年度から、「熊本大学基金」の中に「熊本大学武夫原教
育・研究支援基金」を新設しました。平成29･30年度の寄附額は
1,425,000円になりました。ご協力いただきました会員の皆様に、厚く
御礼申し上げます。

　50周年記念基金は、平成29年度までで終了しましたが、前回の寄
附者名簿掲載後に寄附された方は次の通りです。50周年基金総額は
26,949,010円になりました。

36年卒業 
須賀　昭士　法
重光　克俊　法

57年卒業  
野口　健一郎　文
佐藤　千栄子　文
59年卒業  
五嶋　和明　　法
古閑　清子　　文
60年卒業  
目原　明子　　文
園田　浩子　　文
63年卒業  
南　　昭浩　　文
H3年卒業  
井竿　冨雄　　法
H10年卒業 
松浦　昭代　　法

H11年卒業 
冨森　貴子　　文
H15年卒業 
山内　ユリ子　院
H26年卒業 
佐々木惣一朗　法
H27年卒業 
古賀　義章　　院
H28年卒業 
皆田　諒平　　法
H29年卒業 
小柳　裕希　　法


